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古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

古
事
記
本
文
の
表
記
態
度
の
大
略
に
つ
い
て
は
、
古
事
記
の
撰
録
者
で
あ
る
太
安
萬
侶
が
上
表
文
中
に
お
い
て
、
次
の
や
う
に
述
べ
て
ぬ
る
。

然
レ
ド
モ
上
古
之
時
、
言
意
並
:
介
―
―
ン
チ
、
敷
〗
文
ヲ
構
ぃ
ル
コ
：
凡
‘
於
写
ー
一
郎
薙
シ
。
已
国
い
ナ
礼
述
プ
レ
．
ハ
者
、
詞
不
逮
〗
乞
、
全
グ
以
〗
音
ヲ
追
レ
ベ

ク

テ

9

ス

チ

ノ

キ

＾

テ

ヲ

カ

＝

シ

テ

者
、
事
趣
更
長
。
是
以
、
今
或
一
句
之
中
、
交
祠
音
澗
I
‘
或
一
事
之
内
、
全
以
％
調
録
。
即
辞
理
難
レ
日
心
以
レ
注
明
、
意

ビ
テ

J

キ
＾

9

-

―

況
易
レ
解
更
非
と
注
。
亦
於
-

l

姓
H
下
云
型
玖
沙
詞
一
、
於
ー
ー
名
帯
字
函
聖
多
紬
斯
ー
。
如
レ
此
之
類
、
随
レ
本
不
レ
改
゜

右
0
文
意
に
よ
れ
ば
、
歌
謡
を
除
く
本
文
ば
漠
字
の
音
訓
を
交
用
し
て
国
語
を
表
記
し
た
の
で
あ
り
、
帝
皇
日
嗣
、
先
代
旧
辞
、
帝
紀
、
本

辞
や
古
事
記
の
成
立
及
び
撰
録
の
過
租
に
つ
い
て
幾
多
の
謡
説
が
あ
る
に
せ
よ
、
特
殊
の
場
合
資
料
文
獣
の
表
記
字
面
を
そ
の
ま
ま
用
ひ
た
以

外
は
、
大
休
安
萬
侶
が
表
記
し
た
事
を
一
応
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
低
侶
が
資
料
と
な
っ
た
文
戯
の
表
記
字
面
を
ど

の
程
度
ま
た
い
か
な
る
方
針
の
下
に
遺
し
た
か
と
い
ふ
事
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
表
記
車
例
を
考
察
す
る
と
多
く
の
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
こ

の
事
に
つ
い
て
は
「
台
大
文
学
」
第
七
巻
第
五
号
所
戟
「
古
事
記
表
記
の
不
統
一
に
つ
い
て
」
の
中
で
述
べ
た
事
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
拙
稿
と

直
接
に
は
重
要
な
関
係
を
生
じ
な
い
と
思
ふ
か
ら
、
今
は
触
孔
な
い
事
に
し
て
、
叙
述
の
過
程
に
生
じ
た
場
合
に
阪
り
、
述
べ
る
事
に
す
る
。

祗

古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て
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に
限
ら
れ
た
も
の
で
な
い
専
も
、
留
意
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
ろ
。

．
し
か
し
て
、
安
萬
侶
3
古
事
記
本
文
3
表
記
方
針
の
根
底
を
な
す
も
の
け
、
漢
字
の
音
訓
を
川
ひ
て
国
語
を
表
叫
す
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
し

た
が
つ
て
、
古
事
記
本
文
中
に
、
漠
文
Q
何
法
や
字
注
が
川
ひ
ら
れ
て
ぬ
る
と
こ
ろ
で
も
、
こ
れ
を
国
語
に
訓
む
Q

が
当
然
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
古
事
記
の
本
文
中
に
、
表
記
者
が
表
記
し
た
通
り
の
国
語
に
還
元
す
る
記
は
、
奈
良
朝
当
時
の
人
と
雖
も
、
恐
｀
ら
く
何
ら
0
因
姓

も
伴
は
な
い
で
容
易
に
還
元
し
得
た
と
ぱ
田
心
は
孔
な
い
や
う
な
、
純
漢
文
や
準
漢
文
で
記
載
さ
仇
た
か
な
り
長
い
文
章
が
、
主
と
し
て
中
巻
、

下
巻
に
散
在
し
て
ぬ
る
。

於
レ
是
、
天
皇
、
登
一
高
山
l
見
I

I

四
方
之
国
[
‘
詔
之
、
国
山
＇
姻
不
レ
始
、
国
皆
貧
窮
、
故
、
自
レ
今
至
三
二
年
一
、
悉
賢

1

一
人
民
之
課
役
一
。
是

以
、
太
殿
破
壊
、
悉
雖

1

1

雨
漏
一
、
却
勿
1

一
修
理
ー
、
以
レ
械
受
ー
ー
其
漏
叩
l
‘
遷
避
子
不
―
―
漏
処
l
。
後
見
―
―
国

rlt-
、
於
レ
国
満
畠
州
。
故
、
為
ニ

下
巻
、
仁
徳
記

人
民
富
l
、
今
科
11

諜
役
1
0

是
以
、
百
姓
之
栄
、
不
レ
舌
11

役
使
1

。
故
、
称
-
l
其
御
祉
面
需
ぎ
帝
批
i

也。

右
の
文
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
古
事
記

F
巻
Q

仁
徳
記
に
見
え
て
ゐ
て
、
天
皇
0
仁
政
を
述
べ
た
記
亭
で
あ
る
。
古
事
記
本
文
中
、
同
文

的
記
叔
が
全
く
見
ら
パ
な
い
純
漠
文
的
記
岐
の
代
表
的
な
文
〗
早
の
一
つ
で
あ
る
。
問
題
は
、
渡
字
の
音
訓
を
交
用
し
、
古
語
の
保
存
表
記
に
留

意
し
た
安
廊
侶
か
表
記
し
た
古
事
記
3
本
文
中
に
、
ど
う
し
て
こ
の
や
う
麻
純
薬
文
体
の
文
章
が
、
中
巻
、
下
巻
に
混
在
し
て
ぬ
る
か
と
い
ふ

事
で
あ
る
。
、
こ
の
仁
徳
記
の
仁
政
の
記
事
に
つ
い
て
迂
、
津
田
左
右
吉
博
士
が
、
純
粋

Q
H
本
語
を
察
し
た
も
の
で
は
な
い
事
、
支
那
田
心
想
に

由
来
し
て
い
る
事
、
儒
数
思
想
が
有
力
に
な
こ
て
来
た
大
化
改
新
以
後
に
記
さ
孔
た
も
Q

で
あ
る
事
、
仁
徳
配
に
ほ
支
那
息
却
を
反
映
し
て
ぬ
る

記
事
が
多
い
事
等
を
指
摘
さ
れ
て
を
ら
れ
る
賽
は
、

"tEH
す
べ
き
説
で
あ
り
、
許
肯
し
得
ら
九
る
説
で
あ
る
（
疇
罰
麟
直
蒻
五
戸
攣
贔
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
古
事
記
本
文
中
、
純
藻
文
休
で
記
載
さ
れ
て
わ
る
文
章
の
記
事
3
内
容
は
、
必
し
も
仰
教
m心
想
を
反
映
し
て
わ
る
記
事
Q
み

A 

古
事
記
の
純
渡
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
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古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

八
)L 

F

璽
四
月
之
上
旬

1、
璽
坐
真
河
中
之
磯

1、
抜
ヰ
収
御
裳
之
糸

1、
以
扇
粒
1為
レ
叫
、
釣-
l其
河
之
年
魚
ー
。
虹
仰
靡
〗
戸

g〗
忙
。
二
訊
故
、

御
馬
廿
ー
、
毎
箪
菱
伯
、
否
乾
1l

船
瞑
、
不
レ
乾
弓
憚
械
1

、
共
門
昇
天
雙
、
無
レ
退
仕
奉
。

故
、
其
御
船
之
彼
瀾
、

E
 

D c
 

B
 
古
事
記
本
文
中
、
純
漢
文
体
及
び
こ
れ
に
準
す
る
文
章
を
次
に
掲
げ
る
事
に
す
る
。

上
所
ピ
ぷ
活
玉
依
昆
売
、
共
容
姿
端
正
。
於
兄
文
、
有
1
1
~犬―
°
其
形
姿
威
儀
、
於
レ
時
無
レ
比
、
夜
半
之
時
、
僅
忽
到
来
。
故
、
相
感
、
共

婚
共
住
之
間
、
未
坂
型
幾
時
1

、
其
美
人
妍
身
。
甑
、
父
舟
怖
1

1

其
妍
身
之
事
1

、
問
-i
其
女
一
日
、
汝
者
自
妍
、
尤
レ
夫
何
由
妍
身
乎
。
答

曰
、
有
I

I

濾
美
壮
夫
1

、
不
レ
知
II

其
姓
名
]
°
毎
夕
到
来
、
供
住
之
間
、
自
然
悛
班
。
是
以
、
其
父
母
、
欲
レ
知
I

I

其
人
一
、
誨
言
一
〈
女
1

日、

翌

赤

土
l

散
＿
一
床
前
一
、
以
I

―
閑
鮮
叫
炉
5
ツ
紡
麻
1

坤只
5

針
、
刺
11

其
衣
爛
一
。
故
、
如
レ
教
而
、
日
．
時
見
者
、
崇
神
記

璽
其
后
以
―
―
紐
小
刀
I

、
為
5

刺
-

l

其
天
晶
之
御
頸
盃
咄
泣
涙
落
溢
己
笙
御
面
1

。
乃
、
天
皇
驚
起
、
間
-

l

其
后
一
日
、
吾
見
―
―
異
夢
I

。
従
I

-

沙
本
方
I

、
暴

m零
来
、
急
砧
喜
而
ー
。
又
、
錦
色
小
蛇
、
網
7
続
我
頭
1

0

び
此
之
夢
、
是
有
己
佃
素
也
。
爾
、
其
后
、
以
立
茂
不
1

レ
応
レ

争
、
即
、
＇
旦
天
塾
言
曲
、
吾
兄
沙
本
昆
古
王
、
間
レ
妾
日
、
熟
土
愛
夫
且
一
レ
兄
。
是
、
不
レ
勝
レ
両
、
故
、
妾
答

01
日
愛
一
レ
兄
敷
。
硝
、
誂
レ
妾

曰
、
吾
与
豆
汝
共
冶
―
―
天
下
―
°
故
、
当
烙
似
1

辛
盆
ぎ
云
而
、
作
―
―
八
埃
折
之
紐
小
刀

I‘
授
レ
妾
。
11
定
以
、
欲
レ
刺
11

御
頸
1

、
雖
―
―
―
―
一
度
挙

i‘

哀

情
忽
起
、
不
垢
吋
レ
叫
レ
顕
而
、
泣
涙
落
泊
レ
於
―
―
御
而
1

。
必
有
―
―
是
表
1

焉。

於
レ
是
、
太
后
帰
神
、
言
教
覚
詔
者
、
四
方
有
レ
国
、
金
銀
為
レ
本
、
目
之
炎
翔
、
種
々
珍
宝
、
多
工
仕
其
国
一
、
吾
今
（
帰
-l
、
賜
其
国
1

0

)

爾、

天
皇
答
日
、
登
属
地
1

見
両
方
五
、
不
レ
日
生
国
土
、
唯
有
ー
ー
大
海
ー
。
躙
為
レ
詐
神
二
皿
、
押
□

退
御
琴
l

、

故
、
備
如
函
溢
デ
、
詔
レ
軍
麟
吝
船
、
度
幸
之
時
、
海
原
之
魚
、
不
枷
回
1

一
大
小
一
、
悉
負
ー
ー
御
船
盃
叫
渡
。
爾
、
順
風
大
起
、
御
船
従
ビ
狐
゜

押
土
謄
新
羅
之
国
1

、

既
到
1

一
半
国
一
。

荏
二
己

11-1--
＝＂ 

仲
哀
記

随
天
皇
愈
而
、

不
レ
控
黙
邪
。

於
后
定
、
其
国
王
長
悦
、
奏
言
、
自
レ
今
以
後
、

為

仲
哀
記



L
 

K J
 

ー H G
 

情
l
o
故
、
雖
レ
報
ー
ー
其
功
＿
‘
滅
二
其
正
身
1
0

色
l.o

仁
徳
記

履
中
記

安
康
記

四
月
上
旬
之
時
、
女
人
抜
-
I
裳
糸
一
、
以
＿
砧
認
竺
為
比
凹
、
釣
1
一
年
魚
—
‘
云
芦
子
レ
今
と
不
レ
絶
也
。

故
、
是
目
子
臣
、
白
-
l
此
御
歌
1
之
時
、
大
雨
。

爾
、
不
レ
避
-
l
其
雨
l
、

如
レ
此
白
而
、
亦
取
1
i
共

安
康
記

仁
徊
記

参
＝
伏
前
殿
戸
I
者
、
連
出
―
―
後
戸
1
、
参
ol
伏
後
殿
戸
1
者
、
違

出
一
一
前
戸
1
。
爾
、
葡
蜀
進
赴
、
脆
江
J

―
―
庭
中
一
時
、
水
潔
至
レ
、
腰
。
其
臣
、
服
瓦
手
紅
紐
1
青
摺
衣
上
、
故
、
水
涼
払
i
i
紅
紐
一
、
青
皆
変
―
―
紅

此
之
御
批
、
兎
寸
河
之
酉
、
有
＿
―
-
高
樹
―
°
其
樹
之
影
、
当
l
-
日
-
H
1
者
、
逮
l
一
淡
道
嶋
一
、
当
一
一
夕
H
l
者
、
越
1
一
高
安
山
1
。
故
、
切
―
-
H
心

雙
以
、
作
レ
ぎ
、
甚
捷
行
之
船
也
。
時
号
I
一
其
船
】
、
謂
1
l
枯
野
―
°
故
、
以
舌
定
船
I
‘
旦
夕
酌
I
I
淡
追
嶋
之
寒
泉
I
‘
献
ー
ー
大
御
水
一
也
。

曾
婆
討
理
、
為
レ
吾
雖
と
有
[
-
大
功
ー
、
既
殺
I
I
己
君
1
。
是
不
レ
義
。
然
、

不
レ
賽
l

其
功
1

、
可
レ
謂
レ
鎚
~
レ
信
ー
。

獅
、
興
レ
軍
待
戦
、
射
出
之
矢
、
如
二
睾
来
散
l
o
於
后
定
、
大
長
谷
王
、
以
レ
矛
為
レ
杖
、
臨
―
―
其
内
＿
詔
、

賤
奴
意
富
美
者
、
雖
孟
炉
力
戦
一
、
更
無
ビ
円
レ
勝
。
然
、
侍
レ
己
、
入
出
座
子
I
髄
墜
之
王
子
者
、
死
而
不
レ
棄
。

兵
I
‘
還
入
以
戦
。
爾
、
力
窮
矢
盛
、
白
孟
天
王
子
l
‘
俣
者
手
悉
傷
、
矢
亦
盛
。
今
不
レ
得
協
唸
如
何
。
其
王
子
答
詔
、
然
者
、
更
無
レ

可
レ
為
、
今
殺
盆
口
。
故
、
以
レ
カ
刺
7
殺
其
王
子
1
0
乃
、
切
二
己
頸
1
以
死
也
。

於
后
定
、
赤
猪
子
以
為
、
望
レ
命
之
間
、
已
経
11

多
年
一
、
姿
胆
疫
萎
、
更
無
レ
所
品
噂
然
、
非
レ
顕
-
i
待
情
l
、
不
レ
忍
忌
慰
聖
而
、
令
レ
持
ニ

百
取
之
机
代
物
1
、
参
出
貢
献
。
然
、
天
皇
、
既
忘
孟
生
所
レ
命
之
畢
一
、
問
＿
一
其
赤
猪
子
1
日
、
汝
者
誰
老
女
。
何
由
以
参
来
°
爾
、
赤
猪

子
答
曰
、
其
年
其
月
、
被
11

天
皇
之
命
一
、
仰
el
待
太
命
1
、
至
1
1
子
今
H
1
、
雰
竺
八
十
才
l
o
今
容
姿
既
孝
口
、
更
無
レ
所
レ
特
。
然
、
顕
T
白
己

歩
以
、
参
出
耳
。
於
后
定
、
天
皇
大
驚
日
、
吾
既
忘
11

先
事
古
然
、
汝
守
比
心
待
レ
｛
叩
、
徒
過
ー
一
盛
年
l
o
是
甚
愛
悲
。
心
裏
欲
レ
婚
、
悼
u

古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

仲
哀
記

九

0

既
行
ー
1
其
信
1
0

還
悼
-

l

其
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M 

古
字
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

九

顕
宗
即

（
疇
翡
〗
環
胄
に
）
其
極
老
、
＿
‘
否
得
レ
良
婚
、
聾
御
璽
゜

其
伊
呂
兄
意
祁
命
交
言
、
破
T
壊
是
御
陵
一
、
不
ど
PJ
レ
己
告
他
人
1

、
専
侯
自
行
、
如
辛
合
平
之
御
心
1

、
破
壊
以
参
出
。
繭
、
天
皇
詔
、
然
、
随
レ

命
宜
1

一
幸
行
lo
是
以
、
意
祁
命
、
自
下
幸
而
、
少
掘
1

1

其
陵
之
傍
1

、
還
上
、
復
乱
天
言
既
掘
壊
一
也
。
爾
、
天
皇
、
異
二
其
早
還
上
1

而
詔
、

如
何
破
壊
。
答
曰
、
少
掘
ー
ー
其
陵
之
傍
七
1

。
天
皇
詔
之
、
欲
レ
報
I
一
父
王
之
仇
1

、
必
悉
破
毯
環
其
陵
lo

何
少
掘
乎
。
答
日
、
所
乱
整
塩
C

レ

然
者
、
父
王
之
怨
、
欲
レ
報
11

其
肇
竺
、
是
誡
理
也
。
然
、
大
長
谷
天
皇
者
、
雖
レ
為
n
父
之
怨
1

、
還
為
1

一
我
之
従
父
一
、
亦
冶
孟
＾
下
1

之
天

塁
是
。
今
単
墾
父
仇
之
志
I
‘
悉
破
下
冶
土
八
下
一
之
天
皇
陵
i
者
、
後
人
必
訓
謗
°
唯
父
王
之
仇
、
不
レ
可
盆
井
ピ
罪
。
故
、
少
掘
11

其
陵
辺
一
。

既
以
レ
是
恥
、
足
ピ
不
―
―
後
冊
l
o
如
レ
此
奏
者
、
天
皇
答
口
之
、

n
定
亦
大
理
°
如
反
叩
可
也
。

註
右
の
諸
文
章
の
旬
読
点
は
、
純
漠
文
的
構
文
を
表
示
す
る
た
め
に
も
、
必
し
も
国
語
訓
読
み
に
す
る
禍
合
の
句
瞭
点
と
は
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

右
の

A
か
ら

M
ま
で
の
文
章
に
は
、
構
文
中
に
和
臭
を
帯
び
た
句
法
や
字
法
が
、
多
少
混
入
し
て
ぬ
る
文
章
も
少
く
な
い
が
、
大
休
純
渓

文
仰
0
文
章
と
見
る
事
が
で
き
よ
う
。
文
法
上
で
い
ふ
文
章
の
単
位
で
あ
る
文
の
構
文
恣
純
漠
文
休
で
あ
る
も
の
は
、
中
巻
・
下
巻
ほ
勿
論
、

上
巻
に
も
散
見
す
る
。
し
か
し
、
純
漠
文
体
的
構
文
の
記
載
は
、
右
に
掲
げ
た
以
外
に
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
比
較
的
短
い
も

の
で
あ

b
、
そ
れ
も
多
く
は
中
巻
・
下
巻
に
限
ら
れ
て
ぬ
て
、
上
巻
に
は
有
つ
て
も
極
め
て
少
い
。
し
か
も
、
山
＇
巻
で
は
、
娯
神
・
垂
仁
・
仲

哀
・
応
神
の
諸
天
皇
の
御
代
の
記
事
に
多
く
、
神
武
・
景
行
の
御
代
の
記
事
が
、
応
神
記
と
共
に
中
巻
中
最
も
多
址
で
あ
り
た
が
ら
、
数
文
に
一
a-

る
純
漢
文
的
文
章
が
見
え
な
い
。
こ
の
事
は
、
中
巻
・
下
巻
に
純
漠
文
的
構
文
の
比
較
的
長
い
文
章
が
散
在
す
る
事
と
共
に
、
注
目
に
値
す
る
。

右
の
や
う
な
事
実
は
、
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ら
ろ
か
。
確
か
に
津
田
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
支
那
の
政
冶
息
想
や
儒
教

雄
略
記
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は
仁
辛
論
文
と
直
接
関
係
あ
る
事
に
つ
い
て
の
み
略
説
す
る
。

息
想
に
よ
っ
て
潤
色
さ
九
た
事
も
、
璽
大
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
A
•
D
.
I

等
の
文
章
に
は
支
那
息
想
の
反
映
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
、L

の
如
き
も
支
那
思
想
Q
反
映
を
認
め
ら
れ
な
い
事
は
無
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
B
.
c
.
E
.
F
.
G
.
H
.
J
•
K

等
の
文
章
は
、
支
那
田
心
想

の
影
齊
ば
認
め
ら
九
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
純
漠
文
林
Q

文
草
が
、
中
巻
・
下
巻
乞
散
在
し
て
ぬ
る
事
げ
、
単
に
支
那
思
想
の
影
響
の
み
で
ほ

解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
九
に
げ
ま
づ
何
よ
り
も
、
古
事
記
の
資
料
的
成
立
過
担
と
そ
れ
に
対
す
る
撰
述
省
安
萬
侶
の
採
っ
た
態
度
、

及
ひ
安
萬
侶
の
古
事
記
の
表
記
法
の
考
察
が
問
題
と
な
る
。
前
者
に
つ
い
て
げ
、
謡
説
あ
っ
て
未
だ
決
定
的
定
謡
と
い
ふ
も
の
が
確
立
さ
れ
て

ぬ
な
い
事
ば
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
後
肴
尼
つ
い
て
ば
、
既
に
前
に
述
べ
た
如
く
、
安
萬
侶
は
上
表
文
中
に
大
網
を
述
べ
て
ぬ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
ほ
大
綱
尼
過
ぎ
社
い

0
で
あ
っ
て
、
古
事
記
の
表
記
法
を
精
細
に
考
察
す
る
ゲ
一
は
、
個
々
Q

表
記
事
例
か
ら
帰
納
的
に
安
萬
侶
の
表

記
法
を
考
察
し
、
把
握
す
る
事
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
表
記
法
及
び
個
た
の
表
記
事
例
伝
l

、
古
事
記
Q

賢
料
的
成
立
過
程
と
そ
れ
に
対
す
る
撰

進
者
安
萬
侶
の
採
0
た
態
度
の
反
映
を
見
出
す
事
も
可
詣
で
あ
り
、
結
果
的
ヶ
一
は
、
前
者
げ
後
行
の
具
休
的
姿
と
も
い
ふ
事
が
で
ぎ
る
。
そ
虹

故
、
拙
稿
の
南
述
の
遅
程
と
し
て
、
安
萬
侶
の
表
記
法
、
及
び
そ
汀
ち
の
表
記
法
を
選
ん
た
安
萬
侶
Q

理
由
を
説
述
す
る
事
茄
必
要
と
な
っ
て

来
る
が
、
そ
九
は
、
筆
者
が
か
つ
｝
氾
表
し
た
「
古
事
記
表
記
の
不
統
一
に
つ
い
て
」
（
芦
畷
文
土
紅
芦
心
疇
喜
正
尺
）
尼
譲
る
事
に
し
て
、
今

一
方
、
古
事
記

ず
で
こ
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
や
う
な
、
上
表
文
中
に
安
萬
侶
自
身
が
辿
べ
て
ぬ
る
表
記
方
針
に
従
へ
ば
、
同
語
に
お
い
て
も
、
そ
の
表
記

字
面
を
異
に
す
ろ
事
が
生
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
資
料
の
表
記
字
面
に
隧
へ
ば
、
表
記
字
両
の
不
統
一
が
生
す
る
の
で
あ
る
。

の
本
文
は
、
歌
謡
を
除
い
て
、
漠
文
的
構
文
の
骨
格
Q

上
に
、
嘆
語
の
訓
を
用
ひ
漠
字
の
音
訓
を
交
Jll
し
て
、
国
文
を
記
載
す
る

0
で
あ
る
か

ら
、
漠
文
0
句
法
・
字
法
0
闘
限
を
受
け
る
事
が
当
然
起
つ
て
く
る
。
こ
の
や
う
な
例
は
、
す
で
に
掲
け
た
純
漢
文
に
よ
る
記
載
は
勿
論
、
和

古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
寧
に
つ
い
て

九
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c
 

古
事
記
の
純
獲
文
的
栴
文
の
文
卒
に
つ
い
て

゜

其
太
后
石
之
日
売
命
ー
於
是
大
后
石
日
売
命

。

今
天
神
御
子
幸
行
。
汝
等
仕
奉
乎
゜

僕
不
得
白
°
僕
父
大
山
津
見
神
将
レ
白
。

゜

b

汝
者
天
神
御
子
仕
奉
耶
。

a 

゜
僕
壻
不
得
白
。
我
子
八
重
宗
代
主
神
、

仁
徳
記

神
武
記

K
巻
下

上
巻
下

「
山
河
荒
神
」

九

漢
混
沿
の
表
記
法
を
用
ひ
た
場
合
で
さ
へ
も
、
湧
文
の
字
法
や
句
法
に
支
配
さ
内
た
も
の
と
息
げ
れ
る
例
が
あ
る
。
例
へ
ば
、

還
上
幸
時

自
其
入
幸
、
悉
言
n
向
荒
夫
硫
蝦
夷
1

、
亦
平
cl
甜
山
河
荒
神
等
一
而
、

0
 
0
 
0
 

に
お
い
て
、
「
悉
言
立
向
荒
夫
琉
蝦
夷
l

」
は
、
和
浪
混
沿
の
表
記
法
で
あ
る
が
、
次
の
「
亦
平
乱
和
山
河
荒
神
一
而
」
と
対
句
を
成
し
て
ぬ
て
、
両

句
と
も
九
字
で
あ
る
の
ほ
、
漢
文
に
お
け
る
句
法
が
意
識
さ
れ
た
と
考
へ
る
事
も
可
能
で
あ
る
。
同
じ
く
景
行
記
に
、
右
の
文
よ
り
以
前
に
、

0

0

0

 

「
悉
言
コ
同
和
庫
山
河
荒
神
、
及
否
伏
人
等
こ
と
「
言
コ
回
1
和
ー
平
、
東
方
十
二
道
之
荒
夫
疏
、
及
摩
郡
悽
波
奴
等
l

」
と
が
あ
り
、
神
代
記

の
天
若

H
子
の
と
こ
ろ
に
、
「
言
孔
醗
1
和
其
国
之
荒
振
神
等
1

」
と
あ
る
か
ら
、
今
更
「
荒
夫
琉
」
の
「
夫
琉
」
の
如
く
核
尾
辞
を
漢
字
音
で

表
記
す
る
必
要
も
な
い
と
品
は
れ
る
。
汽
料
文
献
の
字
呵
を
そ
の
ま
ま
用
ひ
た
た
め
と
も
考
へ
ら
れ
、
ま
た
安
萬
侶
の
表
記
法
の
不
統
一
と
も

考
へ
ら
九
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
な
匠
次
の
事
と
併
せ
考
へ
る
と
、
す
で
に
述
べ
た
や
ろ
に
漠
文
の
句
法
を
転
用
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で

「
及
不
レ
伏
人
等
I

」
と
漠
文
的
に
表
記
す
る
と
共
に
、
対
句

あ
ろ
ろ
。
「
悉
コ
言
ー
同
ー
和
平
、
山
河
荒
神
、
及
不
レ
伏
人
等
1

」
は
、

の
両
句
を
字
数
の
上
で
も
対
応
さ
せ
た
の
で
あ

b
、
「
言
ー
同
ー
和
1
平
、
東
方
十
二
道
之
荒
犬
琉
神
、
及
摩
都
楼
波
奴
人
等
」
は
、
国
語
音
で
表

記
す
る
と
共
に
、
字
数
の
上
で
の
対
応
を
按
排
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
(
”
出
〗
芦
心
虚
責
鱈
亭
分
）
。
例
へ
ば
、

上
巻
下

最
行
記
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右
の
語
例
に
お
い
て
、
漢
文
の
助
辞
の
有
無
、
又
ば
相
異
に
よ
つ
て
、
意
味
や
訓
み
と
相
違
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
表
記
者
安
萬
侶
の
そ

の
場
そ
の
場
に
お
け
る
表
記
の
無
意
識
の
変
化
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
資
料
の
多
尤
性
仁
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
息
ば
れ
る
。
又
、

C

「
之
」
字
の
無
い
方
を
誤
写
脱
字
と
し
て
他
本
に
よ

b
補
ふ
事
は
、
必
す
し
も
当
を
得
た
も
の
と
は
い
へ
な
い
。
又
、

出
坐
ー
出
幸

入
座
ー
入
幸

嬬
坐
ー
還
幸

の
如
き
賭
例
も
、
上
下
は
全
く
同
じ
語
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
認
例
に
お
い
て
見
た
如
く
、
同
一
語
の
み
な
ら
中
同
一
連
語
を
表
記
す
る
の
に
、
二
つ
以
上
の
異
な
っ
た
表
親
字
訓
が
用
ひ
ら
れ
て

ゐ
る
。
表
記
法
や
表
記
字
而
の
み
が
異
な
っ
て
ゐ
て
、
音
形
式
、
意
味
内
容
共
に
全
く
同
じ
同
一
語
で
あ
り
、
同
一
連
語
で
あ
る
。
表
記
法
に

お
い
て
、
漠
語
や
漢
字
の
訓
を
用
ひ
た
も
の
、
漢
字
の
音
訓
を
交
用
し
た
も
の
、
純
漠
文
的
句
法
・
字
法
に
よ
る
も
の
、
漠
文
的
表
記
に
お
い

て
助
辞
の
省
略
が
あ
る
も
の
等
の
相
異
が
あ
る
に
し
て
も
、
当
時
の
人
は
、
同
一
の
語
又
は
連
語
を
漠
字
音
の
み
で
表
記
し
た
も
の
と
同
じ
く
、

表
記
上
の
習
慣
や
言
葉
遣
ひ
の
習
慣
に
よ
り
、
読
み
得
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

一
見
、
乙
は
同
一
語
叉
ほ
連
語
を
表
記
し
て
い
る
甲
の
表
記
字
而
の
単
な
る
省
略
に
過

智
た
い
と
恩
は
れ
る
も
の
が
、
事
実
は
、
意
味
内
容
の
相
異
や
言
語
的
相
異
が
あ
る
事
を
正
確
に
区
別
す
る
た
め
に
、
表
記
字
面
が
異
な
っ
て

ぬ
る
も
の
が
あ
る
。
古
事
記
に
お
い
て
は
、
例
へ
ば
、
神
や
皇
族
関
係
の
場
合
同
一
名
詞
に
お
い
て
「
御
手
」
「
御
子
」
「
御
船
」
等
の
如
く
、

「
御
」
が
あ
る
も
の
と
無
い
も
の
と
が
あ
る
。
国
語
に
訓
む
場
合
に
は
、
「
御
」
添
無
い
も
の
も
、
敬
語
の
接
顕
語
「
ミ
」
を
添
へ
て
訓
む
の
で

あ
る
が
、
「
御
」
の
有
無
は
、
神
や
皇
族
の
系
譜
上
の
地
位
の
尊
質
に
相
異
が
あ
る
事
、
「
御
」
が
あ
る
も
の
は
、
皇
統
と
直
接
関
係
●
る
神
及

し
か
し
、

一
方
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
、

の
如
き
は
、 古

事
記
の
純
漢
文
的
楷
文
の
文
章
に
つ
い
て

゜

天
皇
之
御
年
ー
天
皇
御
年

到

坐

ー

到

幸

上

坐

ー

上

幸

九
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古
事
記
の
純
漠
文
的
栂
文
の
文
章
に
つ
い
て

賢
ェ
統
Q

直
系
で
あ
る
天
皇
・
皇
后
・
泉
族
尼
限
ち
れ
て
ゐ
る
事
を
区
別
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
、
す
で
に
惣
め
ら
れ
て
ぬ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
「
成
袢
名
」
「
所
成
神
名
」
「
所
咸
神
御
名
」
ほ
、
古
事
伝
で
宜
長
は
表
記
字
而
の
単
な
る
省
略
と
解
し
て
ぬ
る
が
、
「
所
」
の
有
無
が
、

「
古
事
記
の
所
成
神
一
「
国
語
と
国
一

（
文
学
」
第
十
八
巻
第
一
＿
一
号
参
照
。

神
々

0
成
立
事
情
の
相
異
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
事
ほ
、
士
井
忠
生
博
士
か
指
摘
さ
九
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

。

久
羅
下
那
州
多
胞
川
弄
流
之
時

゜

暗
伊
佐
知
伎
也

の
如
き
は
、
「
之
」
「
也
」
が
値
~
い
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
と
も
見
ら
れ
る
が
、
漠
文
に
お
け
る
助
辞
を
川
ひ
て
、
意
味
の
柿
充
叉
ほ
構
文
上

の
閲
係
を
表
示
す
る
た
め
に
、
漠
文
的
表
記
法
を
併
用
し
た
も
の
と
見
る
方
が
、
更
に
適
切
で
あ
ら
ろ
。

右
の
「
所
」
の
有
無
は
、
表
記
対
象
の
内
容
の
粗
異
を
表
し
、
「
御
」
の
有
無
は
、
同
一
事
物
で
あ
り
な
が
ら
、
具
体
的
に
軽
重
の
相
異
が
あ

る
事
を
表
し
て
ぬ
る
。
そ
し
て
、
い
づ
れ
も
、
間
接
的
に
せ
よ
、
古
事
記
編
纂
の
目
的
と
璽
大
な
関
係
を
持
つ
て
ぬ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
右

の
例
の
「
之
」
「
也
」
は
、
単
に
意
味
的
補
充
乃
至
構
文
関
係
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。

九
五

す
で
に
見
た
如
く
、
古
事
記
の
表
記
の
中
に
は
、
同
一
語
又
ぱ
同
一
連
語
を
表
記
す
る
の
に
、
薬
字
の
音
叉
ぱ
訓
の
み
の
表
記
、
音
訓
交
用
、

国
語
内
表
記
と
漢
文
的
表
記
と
の
併
用
、
純
漠
文
的
表
記
等
Q
表
記
法
の
相
異
に
よ
っ
て
、
表
記
字
面
に
相
異
す
る
も
の
茄
あ
る
が
、
勿
論
、

意
味
や
音
形
ぷ
Q

上
で
、
何
ら
の
相
異
が
無
い
も
の
が
あ
る
。

構
文
関
係
を
表
示
す
る
も
の
の
他
に
、
言
語
的
に
同
一
の
表
記
対
象
の
表
記
字
面
の
不
省
略
、
省
略
の
相
異
で
は
な
く
て
、
表
記
対
象
の
内
容

の
相
異
に
基
づ
く
と
共
に
、
古
事
記
紺
繕
の
根
本
目
的
で
あ
る
国
家
の
成
立
事
惜
、
天
皇
氏
の
絶
対
的
神
聖
性
と
皇
統
の
万
批
二
糸
で
あ
る
事

神
代
記
上

一
方
で
は
、
満
文
的
表
記
法
を
用
ひ
た
も
の

0
中
に
は
、
単
な
る
意
味
の
補
充
、
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古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

と
緊
密
な
関
係
あ
る
事
柄
を
表
示
し
て
ゐ
る
も
Q

が
あ
る
と
い
ふ
事
は
、
漢
文
的
表
記
法
を
考
察
す
る
上
に
お
い
て
、
留
意
す
ぺ
き
事
で
あ
る
。

即
ち
、
純
漢
文
的
に
表
記
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
は
、
必
し
も
「
全
以
娑
日
連
者
、
事
趣
更
長
」
と
い
ふ
表
記
字
面
の
長
大
を
避
け
る
た
め
に
、

叉
は
支
那
思
想
の
影
響
と
い
ふ
理
由
の
み
に
は
、
帰
せ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

も
と
よ

b
、
古
事
記
の
文
章
は
、
漢
文
的
構
文
の
骨
格
Q
上
に
、
国
文
を
記
載
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
神
田
盾
夫
氏
、
水
谷
静
夫
氏
等
が
指

、
用
語
・
句
法
・
字
法
・
文
体
や
表
現

神
田
氏
「
記
の
文
体
に
関
す
る
一
試
論
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
二
十
五
年
六
月
号
、

摘
さ
れ
た
ゃ
う
に
（
水
谷
氏
「
痒
誓
は
淡
字
だ
け
で
書
い
て
あ
る
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
号
）

内
容
に
お
い
て
、
漢
訳
仏
典
や
論
語
等
の
支
那
の
古
典
籍
の
影
響
を
受
け
た
点
が
少
か
ら
す
あ
る
事
は
、
容
易
に
考
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
古
事
記
に
は
、
準
漢
文
即
ち
日
本
的
漢
文
体
で
あ
る
と
共
に
、
純
漢
文
に
は
見
ら
れ
な
い
日
本
的
句
法
・
字
法
が
用
ひ
ら
れ

ご
ぬ
る
事
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
更
に
重
要
な
事
は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
古
事
記
の
縞
纂
目
的
と
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
意
味
内
容
の

相
異
が
、
古
事
記
個
有
の
漢
字
の
用
法
に
よ
つ
て
、
区
別
し
て
書
か
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
古
事
記
の
表
記
法
を
考
察
す
る
場

合
、
支
那
空
古
典
籟
の
影
響
を
考
究
す
る
事
Q
必
要
た
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
わ
が
国
上
代
文
献
に
お
け
る
日
本
的
漢
文
の
句
法
・
字
法

神
代
記
上
巻

と
共
に
古
事
記
個
有
の
句
法
亡
子
法
乃
至
用
字
の
表
現
内
容
を
把
握
す
る
事
が
一
層
重
要
で
あ
る
。

此
二
神
者
、
伊
到
函
織
繁
国
1

之
時
、
因
_
]
汚
垢
1

而
所
レ
成
神
之
考
他

汝
行
問
戻
若
日
子
1

状
者
、
汝
所
印
以
使
11

葦
原
中
国
l

者、
1
J
n
n
i
i

趣
1
和
其
国
之
荒
振
神
等
l

之
者
幽

0
 
0
 
0
 

此
者
在
1

美
濃
国
藍
見
河
之
河
上
1

喪
山
之
者
也

の
「
之
者
也
」
は
、
支
那
の
古
文
献
に
も
見
え
な
い
と
い
ふ
事
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
管
見
に
よ
れ
ば
上
代
文
献
中
、
古
事
記
上
巻
の

こ
の
三
例
だ
け
で
あ
っ
て
、
古
事
記
個
有
の
日
本
的
用
法
と
い
ふ
事
が
で
き
よ
う
。

神
代
記
下
巻

神
代
記
下
巻

九
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古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
卒
に
つ
い
て

れ
た
埋

1
を
考
へ
て
み
よ
ろ
。

已
思
味
内
容
も
、
表
記
者
と
同
じ
国
語
に
還
冗
す
る
事
も
不
可
能
と
社
る
で
あ
ら
ろ
。

九
七

し
た
が
つ
て
、
占
事
記
Q
編
砧
目
的
、
古
事
記
の
本
質
と
い
ふ
事
0
相
関
閲
係
に
お
い
て
表
記
法
を
考
察
し
社
く
て
は
、
古
事
記
表
記
法
Q

正
確
な
把
握
は
不
可
能
で
あ
る
。
表
記
対
象
の
内
容
そ
の
も
Q
を
古
事
記
Q
＊
質
と
cD
閲
係
に
お
い
て
正
確
に
把
握
し
な
い
限
り
、
表
記
対
象

古
裏
記
全
休
を
通
じ
て
、
そ
の
文
休
や
表
記
法
に
相
異
が
あ
る
事
は
、
容
易
に
看
取
さ
れ
る
。
上
巻
の
神
代
の
巻
と
巾
巻
．

F
巻
0
人
代
Q

巻
と
の
間
に
は
、
相
当
著
し
い
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
巻
或
い
ほ
巻
じ
天
皇
0
御
代
の
記
事
に
お
い
て
も
、
文
休
や
表
記
法
に
部

分
的
に
著
し
い
相
迎
が
硯
れ
て
ぬ
る
。
国
家
の
成
立
過
粗
や
国
体
Q

淵
源
を
説
き
、
天
皇
氏
の
絶
対
飯
位
性
と
天
皇
統
冶
権
の
神
聖
性
と
を
歴

史
的
竺
高
い
て
、
古
事
記
の
本
質
及
び
編
纂
目
的
の
根
元
を
な
し
て
ぬ
る
上
巻
の
神
代
Q
巻
に
純
漠
文
的
構
文
の
文
章
が
殆
ど
見
ら
肛
麻
い
の

に
対
し
、
中
春
の
楽
神
記
以
後
及
び
ド
巻
に
お
い
て
、
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
が
散
在
し
L
ぬ
る
と
い
う
事
は
、
や
は
り
古
事
記
Q

本
質
及
び

編
窯

H
的
と
の
粗
関
関
係
に
お
い
て
考
察
す
べ
き
も
0
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
純
涼
文
的
構
文
の
文
章
が
中
春
・
下
巻
に
多
く
散
在

す
る
事
は
、
必
し
も
古
事
記
の
多
元
性
の
顕
硯
と
の
み
ほ
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
古
事
記
の
表
現
形
態
が
多
岐
を
呈
す
る
軍
大
な
原
因
Q

―
つ
は
、
古
事
記
の
本
質
及
び
編
籟
目
的
に
対
す
る
表
記
対
象
の
相
対
的
価
値
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
古
事
記
の
表
記
法
及
び
表
記
膨
態
[
-
関
す
る
認
事
項
を
考
慮
し
つ
つ
、

A
か
ら

M
に
至
る
文
章
が
、
純
誤
文
的
構
文
で
記
載
さ

A
の
文
章
註
、
仁
徳
天
皇
の
仁
政
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
が
低
教
に
基
づ
く
古
代
支
那
0
帝
王
息
想
の
理
想
を
仁
偲
の
御
代
の
豪
蹟
と

し
て
仮
托
し
た
も
の
で
あ
る
事
げ
、
今
更
い
ふ
ま
で
も
注
い
。
こ
の
や
う
な
儒
教
恩
想
及
び
個
敦
尼
絡
づ
く
政
冶
思
想
の
反
映
・
影
孵
が
著
し

く
現
汎
て
ぬ
る
記
事
の
文
章
は
、

A
の
他
に
、

I
.
L
.
M
等
で
あ
る
。
こ
れ
ち
の
記
事
に
は
、
い
づ
れ
も
支
那
帝
王
の
権
威
、
君
臣
の
分
、
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四

儒
教
田
心
想
の
合
理
的
功
利
主
義
が
濃
厚
に
現
れ
て
ぬ
て
、
事
蹟
そ
の
も
の
の
叙
述
よ

b
も
、
事
蹟
に
仮
托
し
て
支
那
田
心
想
を
説
く
事
が
主
と
た

つ
て
ぬ
る
。

A
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
と
の
や
う
な
支
那
思
想
茄
著
し
く
な
っ
て
来
た
の
は
、
大
化
改
新
前
後
か
ら
後
の
事
を
考
へ
ら
れ

る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
天
皇
の
御
代
の
事
蹟
の
物
語
と
し
て
仮
托
さ
れ
た
時
代
も
、
古
く
て
も
大
化
以
前
を
余
b
潮
る
事
は
で
き
な
い
で
あ
ら

ろ
。
そ
し
て
、
賽
蹟
に
仮
托
し
て
支
那
田
心
想
を
叙
述
し
て
、
帝
王
た
る
天
皇
氏
の
権
威
と
絶
対
的
優
位
性
と
を
物
語
る
事
が
根
本
思
想
と
な
っ

て
ぬ
る
事
と
、
仮
托
さ
れ
た
時
代
が
比
較
的
新
し
い
事
と
は
、
純
漢
文
的
椙
文
に
よ
る
記
載
を
選
ば
し
め
た
事
と
考
へ
ら
れ
る
。

履
仲
に
見
え
る

J
の
文
章
は
、
全
く
支
那
思
想
の
主
知
主
義
に
貝
か
れ
て
を
り
、
自
己
の
特
徳
行
為
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
儒
教
の
合
珪

的
主
知
主
義
に
基
づ
い
て
詭
弁
が
弄
さ
れ
て
ぬ
る
。
そ
れ
は
、
低
教
の
功
利
的
合
理
主
義
を
根
底
と
す
る
知
力
の
讃
美
で
あ
b
、
「
知
力
ぱ
正
義

で
あ
る
」
と
い
ふ
知
力
寓
能
の
思
想
が
、
叙
述
の
内
容
を
貫
い
て
ぬ
る
。
こ
の
や
う
な
儒
教
の
合
理
主
義
●
基
づ
く
知
力
に
対
す
る
讃
美
は
、

雄
略
記
の

L
及
び
顕
宗
記
の

M
の
文
章
に
お
い
て
も
、
叙
迎
の
内
容
の
根
底
を
流
れ
て
ぬ
る
思
想
で
あ
る
。
そ
し
て
、

I
.
L
.
M
の
純
漠

文
の
文
章
を
貰
く
今
―
つ
の
共
通
的
思
想
ば
、
低
教
の
帝
王
思
想
に
基
づ
く
天
皇
権
力
の
絶
対
性
と
皇
位
の
神
聖
性
と
で
あ
る
。
事
蹟
の
叙
述

”
目
的
で
は
無
く
し
て
、
事
蹟
の
叙
述
に
托
し
て
、
支
那
息
想
に
基
づ
く
功
利
的
知
力
を
極
度
に
弄
し
て
、
天
皇
の
絶
対
優
賦
性
を
合
理
的
に

説
明
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。
事
蹟
の
事
実
性
に
ほ
全
く
乏
し
い
と
い
は
な
く
て
ほ
な
ち
な
い
。
か
や
う
た
目
的
を
有
す
る
叙
述
に
お
い
て
、

純
漠
文
的
記
栽
法
を
用
ひ
る
事
ほ
、
当
然
で
あ
ち
う
。
し
た
が
つ
て
、
儒
教
の
帝
モ
観
の
焼
直
し
に
過
苔
な
い
と
田
心
は
れ
る
仁
徳
記
の

A
の
文

章
が
大
化
改
新
前
後
よ
り
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
理
由
と
ほ
ぼ
同
じ
理
由
で
、

I
.
L
.
M
の
純
痰
文
的
文
字
が
成
立
し

た
時
代
は
、
大
化
前
後
を
潮
る
と
は
考
へ
ら
れ
社
い
。

古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

九
八
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古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

九
九

崇
神
記
の

B
の
文
章
は
、
古
事
記
に
散
在
す
る
神
婚
説
話
の
中
で
著
名
な
も
の
で
あ
り
、
三
輪
神
社
縁
起
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
る
°
垂
仁
記

の

C
の
文
章
は
、
サ
ホ
ヒ

n
ノ
王
の
謀
反
に
関
す
る
物
語
の
一
節
で
あ
る
。

B
の
記
事
内
容
が
事
実
で
な
い
軍
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、

C
の

事
件
も
物
語
と
し
て
伝
へ
ら
れ
て
ぬ
た
も
の
と
田
心
は
れ
、
ど
れ
ほ
ど
の
事
実
性
が
あ
る
か
は
問
頭
で
あ
る
。
し
か
も
、

B
.
C
共
古
事
記
の
目

的
か
ら
見
れ
ば
、
重
要
な
記
事
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

シ

シ

ラ

シ

ミ

マ

キ

ノ

ス

メ

ラ

・

‘

、

n
t

古
事
記
に
は
、
果
神
天
皇
の
事
を
「
所
レ
知
乙
初
国
一
之
御
真
木
天
皇
」
と
述
べ
て
を
り
、
磁
紀
に
は
「
御
肇
国
天
皇
」
、
常
陸
風
七
記
に
は

「
籾
国
所
知
美
麻
貨
天
皇
」
と
あ
る
の
は
、
古
代
国
家
Q

制
度
・
紀
網
の
重
要
な
も
の
が
、
こ
の
天
皇
Q
代
に
創
め
ら
れ
た
と
い
ふ
思
想
に
基
づ

く
も
の
と
m心
は
れ
る
。
娯
神
天
皇
の
代
に
、
神
抵
の
祭
祀
、
租
税
の
賦
課
、
四
道
将
軍
の
派
追
、
池
溝
Q

開
拓
等
が
、
国
家
的
施
策
と
し
て
創

始
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
天
皇
の
代
の
事
蹟
と
し
て
仮
托
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
し
た
が
つ
て
、
史
実
と
し
て
Q

事
実
性
に
は
頗
る
乏
し
い
も
・

の
と
い
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

C
の
文
章
が
見
え
て
ぬ
る
垂
仁
記
に
つ
い
て
も
、
同
じ
事
如
い
へ
る
と
m心
ふ
。
垂
仁
記
は
、
崇
神
記
の
延
長

・
柿
充
と
も
考
へ
ら
れ
る
Q

で
あ
っ
て
、
崇
神
・
乗
仁
両
期
空
畢
蹟
に
は
、
索
材
的
に
類
似
す
る
も
Q

が
多
く
、
事
蹟
の
索
材
間
に
対
応
さ
へ

考
へ
ら
れ
る
。
両
朝
に
お
け
る
事
蹟
の
類
似
事
項
を
掲
げ
る
と
、
い
神
祇
尊
娯
、
②
神
威
の
崇
り
と
神
婚
説
話
、
⑱
神
語
の
肝
宜
、
④
天
畠
近

親
の
王
の
諒
反
、
固
事
物
の
起
源
9

⑥
地
名
伝
説
、
⑦
忠
が
神
天
皇
の
生
年
百
六
十
八
歳
に
対
し
、
垂
仁
天
皇
の
生
年
百
五
十
三
歳
で
あ
る
事
等

で
あ
る
。
両
朝
の
記
事
の
事
項
に
は
、
類
型
的
で
且
つ
対
称
的
で
あ
る
も
の
が
多
く
、
瑶
仁
記
ば
崇
神
記
の
延
長
・
補
充
と
も
見
る
べ
き
で
、

両
者
は
二
に
し
て
一
な
る
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
両
朝
の
記
事
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
ば
、
全
く
同
じ
で
あ
る
。
垂
仁
記
の
タ
ヂ
マ
モ
リ
の
物
語

も
、
外
国
と
の
交
渉
の
起
源
を
垂
仁
朝
0
事
蹟
と
し
て
仮
托
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
国
家
的
施
策
や
国
家
的
事
件
が
叙
述
さ
れ
、
そ
の
起
源
が

記
述
さ
れ
る
と
い
ふ
事
ほ
、
国
家
意
識
が
高
ま
り
、
国
家
が
確
立
し
た
後
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
Q

や
う
に
考
へ
て
来
る
と
、
崇
神
・
垂
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神
両
朝
Q
事
蹟
と
し
て
仮
托
さ
肛
た
時
代
は
、
大
化
前
後
を
濶
る
事
は
で
き
な
い
。
た
と
へ
何
ら
か
の
古
伝
が
他
に
あ
っ
て
、
こ
九
に
基
づ
い

て
仮
托
す
る
に
ぜ
よ
、
仮
托
に
は
潤
色
が
伴
ふ
こ
と
ば
免
れ
難
い
。
崇
神
記
に
仮
托
さ
れ
た
国
家
的
施
設
の
起
源
に
関
す
る
記
事
は
、
支
那
恩

想
に
よ
つ
て
潤
色
さ
祁
た
も
0
か
頗
る
多
い
。
崇
伸
記
に
は
、

B
の
長
い
文
章
の
他
に
、
「
疫
病
多
起
、

人
民
為
尽
」
、
「
神
気
不
起
、
同
亦
安

平
」
、
「
天
．

F
平
、
人
民
栄
」
、
「
疫
気
悉
息
、
匡
家
安
平
也
」
等
の
如
く
、
純
涙
文
の
短
文
が
見
え
る
事
は
、
そ
れ
が
仮
托
さ
九
憫
色
さ
れ
た

時
代
を
暗
示
し
て
ぬ
る
。
し
た
が
つ
て
、
史
上
の
事
実
は
勿
論
、
古
伝
に
基
づ
い
て
仮
托
さ
虹
、
潤
色
さ
孔
た
も
の
で
は
な
い
。
こ

0
や
う
な

崇
神
記
及
び
垂
仁
記
に
見
え
て
ぬ
る

B
及
び

C

0
文
章
の
事
実
性
も
極
め
て
乏
し
い
と
推
察
さ
几
る

0
で
あ
る
。

古
事
記
の
崇
神
・
垂
仁
の
両
朝
の
記
事
は
、
国
家
的
施
策
0
起
源
の
記
事
を
除
い
て
は
、
説
話
・
伝
説
・
歌
謡
に
過
ぎ
な
い
。
こ
虹
ら
の
説

話
・
伝
説
は
、
何
ら
か
0
古
伝
が
あ
っ
た
ら
し
く
思
ぱ
九
る
が
、
す
で
に
先
学
が
指
摘
し
た
如
く
、
崇
神
・
乖
仁
0
出
来
事
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

仮
托
さ
九
た
も
0
と
田
心
ほ
虹
る
。
し
か
も
、
こ
九
ら
の
説
話
・
伝
説
は
、
古
事
記
綱
纂
の
目
的
か
ら
い
へ
ば
、
さ
ほ
ど
重
要
な
意
味
は
無
い
。

し
か
し
て
、
説
話
・
伝
説
の
主
た
る
目
的
ば
、
そ
の
癸
端
か
ら
終
結
に
至
る
筋
を
叙
述
す
る
事
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
用
語
に
制
限
さ
れ
る

事
ぱ
少
い
。
神
婚
説
話
を
叙
述
し
た
崇
神
記
の

B
及
び
サ
ホ
ヒ
コ
ノ
王
0
謀
反
を
叙
述
し
た
垂
仁
記
の

C
の
文
章
が
、
純
漢
文
的
記
載
あ
る

重
要
な
理
由
ば
、
そ
こ
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。

し
た
が
つ
て
、
崇
神
記

O

B
及
び
垂
仁
記

3

C
が
純
漢
文
で
記
載
さ
れ
た
理
由
は
、
古
専
記
の
栄
神
・
垂
神
両
朝
〇
配
享
格
、
す
で
に
述

べ
た
如
く
、
後
泄
の
仮
托
で
史
実
性
に
乏
し
い
専
、
そ
の
上
、

古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

B
の
神
婚
説
話
及
び

C
の
サ
ホ
ヒ
コ
ノ
王
0
謀
反
物
語
は
、
古
事
記
編
纂
の

目
的
か
ら
見
虹
ば
、
さ
ほ
ど
重
要
性
は
無
く
、
又
、
何
ら
か
の
古
伝
に
よ
っ
た
と
田
心
ぱ
札
る
が
、
説
話
・
伝
説
は
、
そ
CCJ
叙
術
の
性
質
上
、
川

語
に
制
眼
さ
九
る
事
が
少
い
た
め
、
純
漠
的
記
戟
が
容
易
で
あ
る
事
に
あ
る
と
思
ぱ
虹
る
。

1
0
0
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る
が
、
敗
戦
し
た
マ
ヨ
ワ
ノ
王
と
ッ
プ
ラ
臣
と
が
自
殺
し
た
事
を
述
ぶ
れ
ば
、
事
足
り
る
の
で
あ
る
。

1
0
 

仲
哀
記
の

F
及
び
仁
徳
記
の

H
の
文
章
が
、
純
漢
的
に
記
載
さ
れ
て
ぬ
る
の
も
、

B
.
C
の
場
合
と
同
じ
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ら

う。

F
は
神
功
皇
后
に
関
す
る
当
時
有
名
な
皇
后
鮎
釣
り
の
伝
説
で
あ
っ
て
、
書
紀
・
肥
前
風
土
紀
の
他
、
萬
葉
集
巻
五
に
も
見
え
て
ぬ
る
。

仁
徳
記
の

H
も
、
大
木
伝
説
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
類
似
の
大
木
伝
説
は
、
書
紀
の
景
行
紀
十
八
年
の
条
や
肥
前
風
土
記
に
も
見
え
て
を
り
、
大

木
伝
説
は
当
時
有
名
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
、
F
•
H

の
伝
説
は
、
古
事
記
の
編
纂
目
的
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
記
事
の
重
要

性
は
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

F
は
神
功
皇
后
の
新
羅
征
討
と
い
ふ
物
語
に
い
つ
し
か
附
会
さ
れ
て
成
立
し
た
伝
説
で
あ
り
、

H
は
、
当
時
有
名

で
あ
っ
た
大
木
伝
説
の
一
つ
が
、
仁
徳
天
皇
と
い
ふ
有
名
な
天
皇
の
代
の
出
来
事
と
し
て
仮
托
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

仲
哀
記
の

E
、
仁
徳
記
の

H
、
安
康
記
の

J
及
び
K
等
の
文
章
は
、
い
づ
れ
も
事
件
の
経
過
の
一
部
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
説
話
・
伝

E
は
神
教
に
従
ひ
海
を
渡
つ
て
新
羅
に
攻
め
入
り
、
新
羅
を
属
国
に
し
た
事
を
叙
述
す
れ
ば
よ
い
。

G
は
、
仁
徳
天
皇
の
皇
后
イ
〈
ノ
ヒ
メ
の
嫉
妬
を
素
材
と
す
る
伝
説
的
歌
物
語
の
地
文
の
一
節
で
あ
る
。
安
康
記
の

J
は
、
戦
闘
の
有
様
を

叙
述
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
も
戦
闘
の
結
果
の
勝
敗
が
重
要
で
あ
る
。

K
は、

J
の
戦
闘
の
経
過
及
び
結
果
を
記
述
し
た
も
の
で
あ

西
暦
四
世
紀
の
後
半
か
ら
五
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
、
当
時
の
日
本
が
朝
鮮
半
島
に
軍
事
的
進
出
を
行
う
た
事
が
歴
史
上
の
事
実
で
あ
る
事

ば
、
す
で
に
明
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
羅
征
討
に
関
す
る
古
事
記
の
記
載
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
事
実
性
を
含
ん
で
ゐ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

津
田
博
士
が
説
か
れ
た
如
く
、
古
事
記
の
新
羅
征
討
に
関
す
る
記
事
は
、
前
に
述
べ
た
日
本
の
朝
鮮
半
島
へ
の
軍
事
的
進
出
が
行
れ
た
時
代
か

ら
余
稲
後
に
、
古
く
と
も
雄
略
天
皇
の
時
代
以
後
に
、
伝
説
化
さ
れ
た
古
伝
に
基
づ
い
て
潤
色
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
古
事
記

古
事
記
の
穂
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

ら
し
め
る
や
う
な
支
隙
ぱ
起
ら
な
い
。

説
の
筋
を
叙
述
す
る
場
合
と
同
じ
く
、

用
語
ま
で
も
制
限
さ
れ
る
必
要
は
少
い
。

純
漢
文
的
記
載
を
用
ひ
て
も
、
事
件
の
経
過
の
叙
述
を
誤
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の。 も
の
。

の。

五

他
に
、
支
那
思
想
の
影
響
に
基
づ
く
と
恩
ば
れ
る
。

一
応
終
つ
て
ゐ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
神
武
記
を
除

の
新
羅
征
討
に
関
す
る
記
事
3
、
中
で
も
、

E
の
文
章
の
如
き
は
、
飾
に
述
べ
た
理
由
に
よ
り
、
古
事
記
の
資
料
0
記
載
者
や
撰
進
肴
の
安
萬
侶

に
よ
つ
て
、
記
載
3
際
に
潤
色
さ
虹
る
可
能
性
が
最
も
多
く
、
純
漠
文
休
で
記
載
さ
れ
て
ぬ
る
0
も
そ
の
た
め
で
あ
ら
う
。

仲
哀
記
3

D

の
文
章
も
、
新
羅
征
討
に
関
す
る
記
事
で
あ
っ
て
、
純
薬
文
に
記
戟
さ
れ
て
ゐ
る
0
は、

E
の
文
章
3
場
合
と
同
じ
理
由
〇

以
上
、
古
事
記
に
お
い
て
、
比
較
的
長
い
純
漠
文
休
の
文
章
で
あ
る

A
か
ら

M
に
至
る
十
一
―
―
Q

文
章
に
つ
い
て
、
純
梗
，
又
的
に
記
載
さ
虹

た
理
由
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
大
休
三
つ
に
分
か
た
汎
る
。

一
、
支
那
息
想
に
甚
つ
い
て
天
皇
3
絶
対
的
権
威
と
神
型
及
び
皇
族
の
役
位
性
を
説
く
た
め
に
、
事
蹟
又
は
事
什
を
潤
色
又
は
仮
托
し
た
も

二
、
．
説
話
・
伝
説
に
し
て
、
古
事
記
の
編
築
目
的
、
本
質
と
ほ
重
要
な
関
係
が
無
い
場
合
、
そ
れ
ら
の
筋
の
叙
述
を
純
漠
文
的
に
叙
述
し
た

三
、
事
蹟
や
事
件
の
過
程
に
お
い
て
、
古
事
記
編
吋
索
の
目
的
•
本
質
と
軍
要
な
関
係
が
無
い
部
分
の
記
載
に
、
純
淀
文
的
記
載
を
用
ひ
た
も

古
事
記
Q
編
築
3
目
的
•
本
質
ほ
、
天
皇
氏
の
神
墾
性
と
そ
の
萬
葉
に
一
旦
る
統
冶
権
の
正
当
性
と
を
叙
述
し
て
ぬ
る
神
代
記
に
あ
る
と
い
つ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
た
炉
つ
て
、
古
事
記
は
、
神
武
天
皐
3
国
家
統
一
を
以
つ
て
、

い
た
中
巻
及
び
下
巻
は
、
天
皇
氏
Q

神
聖
性
と
万
冊
に
一
旦
る
統
冶
権
0
正
当
性
が
、
代
た
の
天
皇
3
事
蹟
や
在
位
中
の
事
件
に
お
い
て
具
休
的

古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

1
0
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古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

古
事
記
本
文
に
お
け
る
表
記
法
・
表
記
字
面
・
文
や
文
章
3
構
文
・
漠
語
・
漠
字
等
を
考
察
す
る
上
に
お
い
て
は
、
種
々
の
困
難
な
問
題
が

に
顕
現
さ
れ
た
か
を
叙
述
す
る
に
あ
る
。
神
代
記
に
長
文
Q
純
漢
文
的
記
戟
が
現
れ
な
く
て
、
崇
神
以
後
0
中
巻
及
び
下
巻
に
散
在
す
る
0
は、

理
由
あ
る
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
祟
神
記
以
後
に
お
い
て
、
純
漢
文
で
記
戟
さ
れ
た
長
い
文
章
の
叙
述
内
容
ぱ
、
中
巻

以
後
の
他
の
記
毒
に
比
し
て
、
比
較
的
に
あ
ま
り
軍
要
な
も
の
で
ば
な
く
、
古
事
記
編
纂
3
目
的
•
本
質
と
重
要
な
関
係
を
有
す
る
記
事
は
無

い
の
で
あ
る
。
今
一
つ
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
、
記
事
の
内
容
炉
い
づ
虹
も
事
実
性
に
乏
し
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、
純
漠
文
的
記
載
の
長
文
の
文
章
の
中
に
は
、
支
那
忌
想
の
影
響
と
見
ら
れ
る
も
の
が
相
当
数
あ
る
事
は
否
定
し
難
い
事
実
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
文
章
Q

目
的
も
、
支
那
息
想
に
基
づ
い
て
天
皇
0
絶
対
的
権
威
や
神
聖
性
及
び
皇
族
0
優
越
性
を
諒
く
に
あ
る
事
は
、
注

一
方
支
那
恩
想
の
影
響
と
い
ふ
よ
り
も
、
国
文
を
単
に
漢
文
に
醜
訳
し
た
結
果
、
純
漢
文
的
に
記
載
さ
虹
た
長
い
文
意

が
、
支
那
田
心
想
の
影
秤
と
見
ら
れ
る
も
の
よ
り
多
い
と
い
ふ
事
も
注
目
に
値
す
る
事
で
あ
る
。
こ
の
専
に
関
連
し
て
考
へ
ら
虹
る
事
は
、
資
料

に
対
す
る
安
萬
侶
が
採
っ
た
態
度
と
古
事
記
0
表
記
3
不
統
一
、
殊
に
、
同
一
語
や
同
一
連
語
に
お
け
る
表
記
字
面
Q

不
統
一
と
い
ふ
事
で
あ

る
。
資
料
に
基
づ
い
て
安
萬
侶
の
表
記
方
針
に
従
つ
て
、
安
萬
侶
が
書
き
改
め
た
と
い
ふ
見
方
も
可
能
性
が
全
然
無
い
と
は
い
へ
な
い
が
、
肯
定

す
る
に
足
る
理
由
も
無
い
や
う
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
右
3
や
う
な
長
文
3
純
渓
文
的
記
載
3
文
章
は
、
安
萬
侶
3
手
に
成
っ
た
も
の
と
も
考

へ
ら
れ
、
ま
た
資
料
の
記
載
に
多
少
の
手
を
加
へ
る
や
う
な
事
如
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
休
資
料
Q
原
文
の
面
影
を
追
し
た
も
の
と
も
考
へ
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
遺
し
た
場
合
の
理
由
と
し
て
は
、
筆
者
が
述
べ
た
如
く
、
古
事
記
編
簗

Q
目
的
•
本
質
と
余
り
重
要
な
関
係
を
有
す
る
記
事
で
は

―
つ
の
仮
説
と
し
て
許
さ
九
よ
う
。
も
う
一
っ
筆
者
の
臆
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
安
寓
侶
は
、
歌
謡
に
限
ら
す
、
資
料

と
な
っ
た
原
文
や
表
記
字
面
を
そ
の
ま
ま
採
録
し
た
も
の
や
、
多
少
改
め
る
事
に
よ
っ
て
採
緑
し
た
も
3
が
あ
る
と
い
ふ
事
も
考
へ
ら
れ
る
。

1
0
1
――
 

無
い
と
い
ふ
軍
が
、

意
す
べ
き
事
で
あ
り
、
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あ
り
、
し
た
が
つ
て
考
察
の
方
法
も
複
雑
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
問
類
と
の
関
係
に
お
い
て
相
対
的
・
綜
合
的
考
察
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
が
、
古
事
記
の
編
纂
目
的
及
び
本
質
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
す
る
事
は
、
看
却
す
る
に
ほ
余
り
に
重
要
な
問
題
で
は
な
い
た
ら
う
か
。
筆

者
の
叙
述
に
は
少
か
ら
す
過
誤
が
あ
る
事
と
思
は
れ
る
が
、
古
事
記
3
研
究
に
お
い
て
は
、
国
語
学
上
Q

問
題
に
限
ら
す
、
古
事
記
Q

編
第
目

的
及
び
本
質
と
Q
関
係
に
お
い
て
考
察
す
る
事
が
、
更
め
て
顧
ら
れ
て
よ
い
の
で
ほ
あ
る
ま
い
か
。

古
事
記
の
純
漢
文
的
構
文
の
文
章
に
つ
い
て

1
0
四




